
　
　
く
　
ド
　
…
…
ド
゛
ヽ
芯
回
匹
゜
…
…
療
現
場
を
体
験
す
る
こ
と

｝
　
ふ
や
り
、
凱
　
］
で
ヽ
医
療
人
と
し
て
の
使
命

万
万
ｊ
ｌ

畢
忿
　
　
　

一
感
を
養
う
た
め
の
お
役
に
立

　
　
　
　
　
　
荒
波
茂
　
　
て
れ
ば
本
望
で
あ
る
。

　
８
月
2
1
日
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
　
ネ
パ
ー
ル
の
「
母
と
子
の

高
知
大
医
学
部
と
協
定
を
結
病
院
」
は
、
こ
の
1
1
月
で
開

ん
だ
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
院
Ｈ
年
に
な
る
。
ベ
ッ
ド
数

代
表
の
私
と
脇
□
宏
医
学
部
は
１
０
９
床
。
年
間
の
出
産

長
（
小
児
科
教
授
）
が
署
名
は
２
６
０
０
件
以
上
（
0
8
年
）

じ
た
。
主
な
内
容
は
三
つ
。
あ
る
。
医
療
機
能
が
過
度
に

　
一
つ
は
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
集
中
し
て
い
る
首
都
カ
ト
マ

　
ム
。
二
つ
目
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
ン
ズ
以
外
で
、
小
規
模
な
が

　
が
ネ
パ
ー
ル
で
運
営
し
て
い
ら
小
児
の
専
門
医
療
と
周
産

　
る
「
母
と
子
の
病
院
」
に
高
期
医
療
体
制
の
両
方
を
兼
ね

知
大
が
誇
る
周
産
期
医
療
プ
備
え
た
唯
一
の
病
院
だ
。
そ

ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
　
こ
で
働
く
医
師
の
博
士
課
程

と
。
最
後
が
、
世
界
で
災
害
　
へ
の
受
け
入
れ
、
技
術
指
導

被
災
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
　
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
、
そ
し
て

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団
ヘ
　
ー
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た
テ
レ

の
参
加
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
ビ
会
議
な
ど
を
活
用
し
た
高

　
詳
細
を
説
明
し
た
い
。
人
知
大
な
ら
で
は
の
支
援
を
期

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
待
し
て
い
る
。

私
の
信
頼
す
る
各
国
の
支
部
’
さ
ら
に
、
2
1
世
紀
は
″
災

長
が
お
手
伝
い
で
き
る
。
Ａ
害
の
世
紀
″
と
言
わ
れ
て
い

Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ー
る
。
「
救
え
る
命
が
あ
れ
ば

ル
の
国
際
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ど
こ
へ
で
も
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ク
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
ン
の
も
と
に
、
高
知
大
の
ス

い
。
日
本
の
次
世
代
医
療
を
タ
ッ
フ
が
他
国
の
医
師
た
ち

担
う
人
た
ち
が
、
世
界
の
医
と
災
害
被
災
者
の
救
援
に
参

高知大医学部との協定
加
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
視
0
8
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
知
ク
ラ
的
貢
献
は
群
を
技
い
て
い

点
と
見
識
を
持
て
る
良
い
機
ブ
が
発
足
し
た
。
ク
ラ
ブ
長
る
。
改
め
て
感
謝
し
た
い
。

会
に
な
る
と
確
信
し
て
い
の
高
杉
尚
志
助
教
が
自
費
資
金
的
に
は
、
毎
日
新
聞
の

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
。
専
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
募

　
協
定
は
脇
□
医
学
部
長
と
門
的
視
点
か
ら
「
母
と
子
の
金
、
外
務
省
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
補
助

の
個
人
的
信
頼
関
係
が
あ
れ
病
院
」
を
視
察
し
、
協
定
金
や
日
本
大
使
館
の
草
の
根

ば
こ
そ
の
話
た
っ
た
。
7
1
年
の
礎
を
作
っ
て
く
れ
た
。
彼
無
償
資
金
に
加
え
て
Ａ
Ｍ
Ｄ

に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
源
流
と
な
る
の
熱
意
な
く
し
て
今
回
の
協
Ａ
の
支
援
者
に
よ
る
募
金
な

第
一
次
岡
山
大
学
医
学
部
ク
定
は
不
可
能
だ
っ
た
と
言
え
ど
が
あ
る
。
も
し
、
’
「
Ａ
Ｍ

ワ
イ
河
踏
査
隊
を
一
緒
に
立
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
Ａ
医
科
大
学
構
想
」
が
実

ち
上
げ
、
台
湾
、
タ
イ
、
イ
　
　
「
母
と
子
の
病
院
」
は
、
現
す
れ
ば
、
付
属
病
院
と
し

ン
ド
、
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
を
毎
日
新
関
大
阪
本
社
社
会
部
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に

ま
わ
っ
た
。
タ
イ
で
は
ク
ワ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
記
事
を
端
な
る
。

イ
河
上
流
に
あ
る
モ
ン
族
の
緒
に
出
発
し
た
。
阪
神
大
震
　
今
回
の
協
定
に
基
づ
い
た

開
拓
農
場
で
寄
生
虫
調
査
を
災
の
被
災
者
支
援
活
動
に
高
知
大
に
よ
る
周
産
期
医
療

実
施
し
た
。
イ
ン
ド
の
ア
グ
参
加
し
て
く
れ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
へ
の
技
術
支
援
は
、
当
病
院

ラ
で
は
日
本
の
財
団
が
設
立
ネ
パ
ー
ル
支
部
の
留
学
生
へ
　
の
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
な

し
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
セ
ン
タ
の
読
者
か
ら
の
感
謝
の
趣
旨
事
業
で
あ
る
。
「
な
く
て
は

１
を
視
察
し
た
。
彼
は
１
年
も
あ
っ
た
。
最
初
の
建
設
費
み
ん
な
が
困
る
」
公
共
性
の

目
の
医
師
で
あ
り
、
私
は
医
金
３
０
０
０
万
円
は
財
団
法
高
い
医
療
施
設
と
し
て
、
今

学
部
最
終
学
年
た
っ
た
。
願
人
・
毎
日
新
聞
大
阪
社
会
事
後
と
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご

み
れ
ば
、
3
8
年
間
の
人
間
開
業
団
の
尽
力
に
よ
る
も
の
だ
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

係
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
苦
労
の
し
上
げ
た
い
。

　
0
6
年
1
1
月
、
彼
が
主
催
し
連
続
だ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）

だ
日
本
小
児
感
染
症
学
会
部
、
ネ
パ
ー
ル
支
部
、
そ
し
　
※
現
在
、
「
母
と
子
の
病

で
「
小
児
感
染
症
と
国
際
て
兵
庫
県
支
部
の
支
援
体
制
院
」
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発

貢
献
ｌ
に
ど
も
は
お
と
な
で
単
年
度
黒
字
を
出
せ
る
と
機
構
が
兵
庫
県
支
部
と
協
力

の
希
望
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
こ
ろ
ま
で
成
長
し
て
き
た
。
し
て
運
営
支
援
を
行
っ
て
い

し
た
の
が
契
機
と
な
り
、
特
に
、
兵
庫
県
支
部
の
入
る
。
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